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7．仁 愚 其一 其二
贈
声母 平・陰 平・陽 上 去 平・陰 平・陽 上 去
泳 奔　　18 本　　75 邊　113 蜜　　5 蟹　　89
破 噴　　52 盆　　53 噴　109 貧　　23 晶　　81
梅 門　　28 閣　112 民　　24 闘　　65
風 分　　45 墳　　46 粉　　73 分　　93





早 津　　6 （儘）82 誰　　92
従 親　　37 秦　　38
雪 新　　4 僑　　86
枝 榛　　11 真　　3 鰺　　59 震　　85
春 襯　　95 照　　35 陳　　36 ＠
上 娩　　12 申　　33 神　　34 晒　　6◎ 賢　　90
人 仁　　1 忍　　61 刃　　87
見 根　　2◎ 由　　8 緊　　62 近　　94
開 墾　　79 勤　　27
何 唄　　54 痕　　55 狼　　77 恨　115 欣　　21 翌　11◎
一 恩　　2 因　　31 銀　　32 隠　　64 印　　96
其三 其四





遵　　10 （捲）84 ○ 俊　　97
村　　48 存　　49 付　　71 寸　114 （逡）56





昆　　14 嚢　　76 〔梶〕118 署　　9 窓　　63 郡　105
坤　　王9 闘　　78 困　106 裾　　26
昏　　58 （魂）47 混　111 黒　　13 溺　104






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































声母 平・陰 平・陽 上 去
泳 褒　　13 宝　　78 抱　142
破 拗　　41 （櫓）42 （剖）99 砲　146
梅 毛　　26 卵　　79 貌　145
風 餌　　95
無
菓 刀　　18 鋼　　89 道　132
天 條　　50 桃　　51 討　　84 〔套〕157
暖 饒　　27 膿　　85 羅　147
来 牢　　28 老　　83 湧　150
早 遭　　20 早　　88 魔　143
従 操　　44 曹　　45 草　　87 造　151





見 高　　17 呆　　90 告　148
開 （励14A 考　　93
何 （萬）48 豪　　49 好　　91 浩　131


































































































































































12．珂 和 其一 其二
調
簿母 平・陰 平・陽 上 去 平・陰 平・陽 上 表
泳 波　　8 肢　　45 簸　　8◎
破 披　　2◎ 婆　　22 （頗）52 破　　82
梅 （摩）23 媛　　5◎ 歴　　81
風
無
葉 多　　1 朶　　43 舵　　73
天 他　　15 駝　　16 妥　　44 唾　　79
暖 那　　10 郷　　49 儒　　85
来 羅　　9 裸　　42 遜　　84
早 左　　40 佐　　72







見 歌　　3 嗣　　36 箇　　69 才　　6 果　　41 過　　75
開 珂　　5 可　　39 唾　　86 科　　4 穎　　48 課　　77
何 呵　　11 何　　12 荷　　47 賀　　70 和　　2 火　　46 禍　　78










































































































声母 平・陰 平・陽 上 玄
泳 巴　　6 把　　34 罷　　64
破 蕗　　16 琶　　17 泊　　62










枝 査　　8 鮮　　37 詐　　59
春 ，叉　　18 茶　　19 妊　　38 詫　　58




































































































































































































































































































































































































遷6。周 流 其一 其二
調
声母 平・陰 平・陽 上 虫 平・陰 平・陽 上 去
泳 彪　　8
破 哀　　17 剖　　48
梅 〔謀〕35 茂　　79 牟　　15 謬　　84
風 （否）54
無
東 糀　11 斗　　47 豆　　78 〔蚕〕34
天 楡　　29 頭　　30 透　　81
暖 繰　　79 伍　　40
来 楼　　16 壌　　51 躍　　85 劉　　13 柳　　39 溜　　74
早 走　　52 奏　　80 鰍　　3 酒　　59 （就）86
従 湊　　83 秋　　12 （酋）33
讐 嬰　　46 蹴　　71 修　　19 囚　　20 秀　　69
枝 郷　　6 （偶）56 搬　　79 周　　23 肘　　42 叢　　64
春 籔　　31 愁　　32 幡）57 懸　　72 鏑　　21 紬　　22 丑　　41 具　　68
上 捜　　5 漫　　45 慶　　70 収　　24 首　　44 受　　66
人 柔　　14 ＠
見 鈎　　1◎ 狗　　49 勾　　82 鳩　　4 九　　43 舅　　65
開 描　　9 （口）55 拍　　75 丘　　25 求　　26 （抵）60
何 駒　　27 撲　　28 吼　　58 后　　76 麻　　1 朽　　53 嗅　　67





























































































































η。金 環 其一 其二
調









来 （㈱　41 琳　　ヱ 魔　　22 （臨）44
早 忽　30 駿　　14 漫　　32
従 侵　　13 寝　　21 沁　　31
雪 心　　4 尋　　5
枝 癬　　20 譜　　40 針　　15 枕　　24 朕　　33
春 塔　　3 鰺　　26 識　　42 深　　6 沈　　7 閥　　畦3
上 森　　19 滲　　39 深　　16 （枕）12 審　　25 甚　　3壌
人 壬　　　2 稔　　23 任　　35
見 金　　18 錦　　27 禁　　36
開 欽　　10 琴　　11
何 歓　　17
























平・陰 平・陽 上 去 平・陰 平・陽 上 去
泳
破
梅
風
無
東
天
暖
来
旛　　4
貧　　11 箪　　12
男　　9
焚　　10
謄　　28
毯　　29
（腕）37
覧　　27
淡　　43
探　　50
濫　　44
早
従
雪
籍　　17
滲　　13
三　　　5
噌　　18
露　　14
（谷）36
鰺　　30
鰺　　25
暫　　48
鰺　　52
三三　　46
枝
春
上
人
（詰）23
蟷　　21
杉　　7
識　　22
斬　　31 靖　　47
（臓）53
見
開
何
一
甘　　6
融　　2
慈　　15
庵　　3
含　　16
感　　24
軟　　35
賊　　33
俺　　26
顔　　39
働　　38
憾　　40
暗　　41
監　　8
⑥
溝　　19
威　　1
巖　　20
減　　32
⑨
掩　　34
監　　49
橿　　42
溝　　51
45畷
　また「42櫨艦率監陥銘昌」のうち「陥饒」の二字は卓本においては「46三」「47姑」二小韻の問
にあり、「中州楽府音韻類編校勘記」は舎併するべきであるという。周本はこれを合併し、朱本
は合併して更に「謡」字を増補している。　『正韻』虫声二十一勘に「略乎翻鰍……急・朗　reeas
監獺也」があり、上声二十一感に「濫蹴切……轍率跨……艦毫搬」がある。
　「45曝閾撤蝦錯」小韻は卓本においてもこの位置にあるが、「38勘」小韻と岡音であり、「中
州楽癒音韻類編校勘記」は舎併するべきことをいう。
　「48暫湛彗翻小韻は卓本では「50A蓼捨」の位置にある（「49暫璽措」）。両者は一一一一・3x韻に合
併するべきであろう。
　「52惨」小韻の位置に卓本は「51修七醐」字を収める。周本は「鰺」である。
　韻末に増加小韻「53臓」がある。
19．活謙
　○平声
　韻目を表わす小韻「2謙」は対応陽小韻「18鈴」から切り離して第二小韻の位置に出している。
しかし一方の「活」字は率本のもとの位置にある（「20甜揺」）。
　「12繊」「13倉」「14播」ks潜」の各小韻は以下の順に配列すれば〔陰〕　〔陽〕の対を形成
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することになる。
ヂ12繊」　　「14峯尋」
「13倉」「15潜」
　○上声
　韻宋に増加小韻「32漱瞼」がある。続いて「32A餓紬」があるが、これは韻末の増補字であ
ると考え、「23掩」小韻に合併するべきである。窪正韻』上声二十二瑛に「瑛以醐……綴馳」、
「奄於翻……掩」がある。
　○去声
　「43染j「44購」の二小韻は卓本ではヂ33灘」「34欠」の問におかれている。また「42占」は
一
卓本では「38鞭」　「39念」の間にある。
　「40剣」　「40A倫」の間の〔○〕印は
誤りであると考える。周本は瞼瞼」の
小韻を形成している。
　「41A箪竹鰯は増補字であると考え
る。『広韻』上声五十一恭に「箪嫌鯉副
とあり、本韻の「35珀」小韻に併せるべ
きであろう。
　韻末に増加小韻「45添鰍滋講舐鶏
があるQ　『正韻』表声二十二盤に「添鶴
念切炊羅木広餓漱鱒とある。
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8．おわりに
　元代に続いて明代においても戯繭は盛んに行なわれた。多くの作品が製作され戯台で演じられ
た。それは南戯を主とするものであったが、元麟の流れを汲む北方系の雑劇も行なわれた。（41）
特に宮廷においては正徳の頃（1506－1521）にもなお専ら北麟が行なわれていたことは、越侍の
『真珍船』（42）巻三北曲の条に、
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　　　　　　　　おおむね
　　北曲の音調は大都静雅にして宏馳、真に能く人をして手舞足踏し、一唱E歎せしむ。南繭の
　　若きは則ち棲娩撫媚にして、人をして歓ばざらしむ。……故に今、朝廷の郊廟に之を奏する
　　　　　もっぱ
　　は、純ら北蝕を用いて齋曲を用いず。
とあることからも知ることができる。また李開先（1501－1568）の「喬龍難詞序」（『李中麓聞
居集』巻五）は南北蝕の歴史を一瞥したあと、
　　下りて金元の套・散・雑劇等に及ぶまで北は其の本質なり。故に今の朝廷の郊廟の楽章は、
　　北を用いて南をせず。
といい、嘉靖年間（1522－1566）にもなお北麟が用いられていたことを物語るが、それも専ら雑
麟が上演されていたようである。沈徳符の『野獲編補遣』巻一禁中演戯の条には、
　　内廷の諸戯麟は倶に鐘鼓司に隷す。皆な絹い伝えらる院本を習い、金元の細に沿う。
とある。
　劇を好む宮廷の風尚が王府にまで及んだ例として、わが寧献王・朱権の他に、周憲王・朱有徴
（2377－1439）を挙げることができる。太祖の第五子周定王・朱様の長子で、誠齋と号した。雑
劇の作家として知られ、その作品は現存するものだけでも三十一種にのぼる。（43）二王は専ら北
方系の雑劇を書いたが、これも宮廷における北曲の採網をうけたものであろう。
　このような情況のもとで安徽省出身のヨ三族たちは北音の正しい伝統を示す紬韻の書を必要とし
たのである。燕宙の卓從之の『中州楽府音韻類編澱にもとついて、これに増補改訂を加えた寧献
王・朱権の『褒林雅韻』はいわばその要求に応えたものであるといえよう。（44）朱本は北方共通
音の伝統の上に立っている。それ故、小韻の増補や各字の増加もすべて北方共通音の枠組に合致
する形で行なわれている。その最大の特徴は平声の陰陽の別を立てないこと、所取の各字に簡潔
な注解を加えたことであるが、紬韻の書に始めて注解が施されたのは、文人が散鹸を製作し、ま
た戯曲が文学作品として文人の書斎で読まれるようになったことと恐らくは関連があろう。そし
て独論の盛行がこれに続く。
　朱本もよく行なわれていたらしく、何良俊の『四友斎叢説』巻三十七には次のような記事が見
えるQ
　　老頓は『中原音韻』『慶林雅韻』を終年手より去らず。故に開口・閉羅と四声・陰陽の字は
　　八九分皆な是なり。（45）
また薫験徳の隣律』巻三論韻は、
　　濾虚子に『慶林雅韻』一編あり。又た周韻と略ぽ似たり。則ち亦た五十歩の走なり。
という。酒虚子とは寧献王・朱権のこと、周韻とは周徳清のr中原音韻』を摺すこというまでも
ない。
　『愛林雅韻』のもう一つの特徴である平声における陰陽の別の廃止については先に述べた通り
であるが、音韻史の流れから見て、虜代にはいって突然それを実行しなければならない事情が生
じたとは考えられない。南京の宮廷（のちに北京に移る）及びその周辺において行なわれた誉語
65
朱権の『堤林雅韻蓋（下）
は広い意味での北方共通語であるといって大きくは誤らないであろう。『明史』巻一太祖本紀に、
　　太祖、誰は元璋、字は国瑞、姓は朱氏。先は世よ浦に家し、旬容に徒り、再びミ四州に徒る。
　　父の世珍、始めて濠州の鍾離に徒る。
とある。濠州は安徽省鳳陽府、今の蛙埠市一帯の地を指す。当時は中都が置かれた。
　では何故に平声の陰陽の別が廃止されたのであろうか。私は『洪武正韻』の影響によるところ
が大きいと考える。明初の不安定な政治情況を背景に、太祖敷撰の韻書である『洪武正韻』の権
威は圧倒的なものであった。『慶林雅韻』が平声の陰陽を分けないことは、伝統的な鯉声の平上
去入に従って巻を分けている『洪武正韻』の体例を遵守した結果であると考えられる。その偲、
小韻の増補・字の増補・注解の附加などにも、r洪武正韻』は大きな影響を与えたといえよう。
注
（32）　『正韻』表声十一霰の「眩eepaeaHuatWSt　」小懸に「舷火馳馳・…・衝雛馳……球慾」とある。朱本は「嫁蟻畷
　　兜街行艘｛戯戴名」とあり、この三字は『正韻』によって増補したことが推測できる。
（33）疑母宇が影母（喩鐙）字とは独立して小韻を成している恐らく唯一の俄である。朱本は幕本をそのまま襲っ
　　ているが、『詞林要韻』は両小韻を一つに合わせている。「奥懊漢饗険整孫傲僕あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り　　の（34）『詞林要韻』では正しく「鍍櫨鏡」「32癌橋喬僑蔽勧謡」という陰鵬の澱を形成している。
（35）匡正韻』入声穴薬「疾雀切」小韻に「曝蟹」とある。
（36）「機礁副の「硬」は「輕」の誤字であろう。『広韻』入声十六贋に「機鰹副とある。
（37）『調林要韻』も「1庚慶更薩養耕硬」「2荊驚就務浬京蕨経」の二小韻に分ける。
（38）ただ「中漂音韻正語作詞起例」には「渡有捜」の一一ljがあり、両字を区別して読むべぎことをいう。
（39＞匡中漂音韻』十一尤侯上声の韻末は一字のみの小韻が続くが、鉄馨銅剣嬢本などは「54走」「55否」「56
　　揉」　「57“」　「58侮」　「59臆」の各小韻を並べる。現在最も信頼すべきテキストとされる訥篭本は「揉」
　　字のあるべき位羅が空白となっている。康本は恐らくこの訥篭本系統の騨原麿蜘を使ったのであろう。
（40）　「中州楽府音韻類編校勘記」　（窪中原音韻』全鴛栂、1978年）に「“漫”小韻綜匿串原音韻2では平声に
　　収めてある」というのはとらない。周本平声の「漫」は朱本平声の「渡謡爵に禮墨する語である。　圏正
　　韻』平声十九尤にも「渡鰯」とある。
（41）以下の詑述は岩誠秀夫「明の富廷と演劇」　（ζ中国文学報』第肩懸、1954年）に多くを負う。
（42）嘉靖27年（1548）の序をもつ。胡侍は正徳14年（1517）の進士。
（43）入矢義高「周憲王楽府解説」　（京都大学漢藷全本叢露、　『周憲王楽府三種』1981年）。そこには更に「こ
　　れほどまでに好みを問じくした爾人（周憲王と寧献玉）の間には、特に詞曲の翻作に関する限りでも、必
　　ずやなんらかの交渉があったに違いないと誰察されるが、残念ながら明確な鉦拠はない」とある。
（44）李新魁の『漢語音韻学』1986年は次のようにいう。「それ（窪壌称雅韻』）は『中原音韻』と騨弼楽府
　　音韻類編』の修訂と補充であったといえる（p．62）。」
（45）「老頓］とは頓食のこと、南京の教妨に属した楽工で、正徳年閥に駕に従って北京に赴き、教妨で北繭を
　　学んで来た。
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1978
1979
1979
1981
1981
1981
1981
1982
1986
1986
1988
1989
趙蔭業「始得褒林雅韻」　（窪中法大学月刊』1－4）
趨蔭業「中原音韻研究」　（『国学季刊』3－3）
岩城秀夫「明の宮廷と演劇」　（『中濁文学報』第1禰）
上田金次郎「中古漢語の入声の変遷と北京謡の破音の現象（1）（2）」　（『中濁語学』52、53）
上田金次郎「北京語におけるIB入声」　（『高知女子大学紀要』6－2）
辻本春彦「洪武正韻反切用字考」　（『棄方学』13）
胆部四郎・藤堂明保『中原音韻の研究・校本編』　（江南露院）
顧惟勤「窪切韻』について」　（『宇野哲入先生白寿祝賀記念東洋学論集』）
俊々木猛「明・王文肇『中州音韻』の性格」　（『均社論叢』5）
陸志難・膠殉英「中粥楽府膏韻類編校勘記」　（『中原音韻・附中州楽府音韻類編』巻下所収、中華霧局）
趙誠『中濁古代韻書』　（中華書局）
佐々木猛「中原音韻正語作詞起例、課注」　（『均社論叢』8）
郡栄碁『中原雅音研究』　（山東人民出版祉）
入矢義高「周慰王楽府解説」　（f周慰王楽府』同朋舎）
平田昌司「『刊謬補敏切韻』的内部結構与五籔韻書（1）」　（『均社論叢』IO）
佐々木猛「『中州楽府音韻類編雲によって賦中原音韻』の誤りを正しうるか」　（ll福岡大学人文論叢』
12－4）
平田昌司「『響謬補敏切韻』的内部結溝一与五家韻書（2）」　（『均祉論叢』11）
李新魁if漢語音韻学』　（北京出版社）
黄文実「『太和正韻譜』曲論部分与蘭譜非作於岡時」　（『文学遺産』第6期）
鈴木勝鍵「奮慶林雅韻』について（上）」　（『中国語学』235）
遠藤光暁「『切韻』反切の諸来源」　（『日本中国学会報』4）
窪壇林雅韻」略奪表
1378
1391
1393
1398
1403
1425
朱　権　の　事　項
（洪武ll）朱権生まる
（洪武24）寧王に封ぜらる
（洪武26）大寧に蕃す
（洪武31）『慶林雅韻』　『太和正音譜』自
（永楽元）南塁に改封せらる
（洪煕允）南贔から他に改封されんことを
るも許されず
この年『神奇秘譜』自序
1448　（正統13）麗ず。享年七十～歳
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P．89
P．go
P．91
P，98
P、98
P．100
P．105
P．108
P。114
p．115
p．117
p．120
p．120
　　　　　　　　　　　　　　　朱権の『慶林雅韻』（下）
　　　　　　　　　　　　　　　　・（上）編、正誤表
9．5　「洋細」一ン「詳細」
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　の
2．10　「加え」→ヂ加えて」
　　　　　　　　　　　　の
e．18　「驕怨」→r驕恣」
　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　の
e　．29　V全濁音声」→ギ全濁音虫声」
　　　　　　　　　　　　　　　り
e　．23　9．24　「窓融繁骸窮馳勉溌韓蛮蠕耶鵜又馳」の～行にする。
β．21　ド平音jN「平声」
　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　ゆ
e　．20　「49A征」→「48A征」
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ど．13　「28花」→「28衣」
　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　の
（入）其二の蓑
上、〔最〕→〔筋〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　り
望ミ、　「玉136」　　一段一ドげる。
e．31　「21挨」→「21挨」
　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　ゆ
2　．22　　　「埃21」　→　「挨21」
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　り
e．40　「股部」→「服部」
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　り
e　．42　「趙蔭堂」→「趙蔭業j
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
（1992．5。12　受理）
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